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１．次世代型物流拠点とは

１

基幹物流施設
・自動運転トラックが⾼速道路から⼀般道に降りることなく、直接、施設に

出⼊りできる物流施設

次世代型物流拠点
・基幹物流施設を中⼼とした物流拠点
・将来、主要都市圏（関東圏、中京圏、関⻄圏など）各地の基幹物流施設が

⾼速道路で結ばれることにより、日本の幹線輸送を担う物流拠点

・トラックドライバーの労働時間短縮による輸送能⼒の低下
・トラックドライバーの⼈⼿不⾜ など

解決策の⼀つとして期待される「自動運転トラック」

モノが運べなくなる時代が来る︕︖
物流の２０２４年問題



２．次世代型物流拠点の位置

２

城陽市都市計画図
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３．次世代型物流拠点のイメージ

３
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４．町名決定までの流れ

４

①第１回次世代型物流拠点町名選定委員会（本日）
内容︓町名募集要項の確認

②町名募集（期間︓令和７年１月１４日〜令和７年２月２８日）
③市が応募町名に問題がないかチェック
④応募町名の中から各委員の推薦町名を２点選定
⑤第２回次世代型物流拠点町名選定委員会（令和７年３月予定）

内容︓推薦町名の中から１点を選定、市へ提⾔
⑥その後、市により町名を決定
⑦採⽤者の表彰（令和７年７月予定）


